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3 広報かみごおり  4 月号 2広報かみごおり   4 月号

　
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
っ
て
も
町
民

サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
ず
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
を
見
据
え
た「
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル（
新
た

な
日
常
）」の
実
現
と
、町
民
生
活
や
地
域

経
済
を
支
援
し
、
地
域
活
力
の
活
性
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ⅰ 

手
厚
い
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

　

～
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た

支
援
の
充
実
～

　

出
生
数
の
減
少
が
深
刻
化
す
る
中
、
子

ど
も
を
産
み
、
育
て
る
環
境
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
女
性
が
活
躍
す
る
社
会
の

実
現
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来
か

ら
の
育
児
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
配
布
に
加
え
、

出
産
祝
い
金
支
給
事
業
を
新
設
す
る
と
と

も
に
、
幼
児
健
診
事
業
に
お
い
て
、
３
歳

児
健
診
に
視
覚
屈
折
検
査
器
具
を
新
規

導
入
し
、
弱
視
検
出
精
度
を
高
め
る
こ
と

で
、
幼
児
の
健
康
管
理
の
強
化
に
努
め
る

な
ど
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
か
か
る

支
援
を
切
れ
目
な
く
実
施
し
ま
す
。

　

中
学
校
給
食
の
実
現
に
つ
き
ま
し
て

は
、
健
康
の
保
持
増
進
、
望
ま
し
い
食
習

慣
の
習
得
な
ど
、
学
校
給
食
法
に
定
め
る

目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
令
和
５
年
５
月

の
実
施
に
向
け
て
施
設
整
備
等
を
行
い
ま

す
。

　

ま
た
、
若
者
世
代
の
町
外
か
ら
の
移
住

お
よ
び
町
内
で
の
定
住
を
促
進
す
る
た

め
、
婚
姻
に
伴
う
新
生
活
を
経
済
的
に
支

援
す
る
結
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
交
付
事

業
の
継
続
実
施
や
移
住
体
験
住
宅
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、
現
行
の
住
宅
取
得
支
援

制
度
に
比
べ
て
よ
り
手
厚
い
支
援
制
度
と

し
て「
若
者
住
宅
取
得
奨
励
金
」を
新
設

し
、
若
者
世
代
の
住
宅
取
得
時
の
負
担
軽

減
に
取
り
組
み
ま
す
。

Ⅱ 

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
創
造
的
戦
略

　

～
地
域
資
源
を
活
用
し
た

地
域
づ
く
り
～

　

観
光
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
民
局
お
よ
び
近
隣
市
町
と
連
携
し
、
山

城
を
は
じ
め
と
す
る
史
跡
や
歴
史
遺
産

を
活
用
し
、
西
播
磨
地
域
へ
の
誘
客
を
図

る「
西
播
磨
山
城
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
を
よ
り
一
層
進
め
る
た
め
、
赤
松
円
心

が
築
い
た
白
旗
城
を
中
心
と
し
た
観
光
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
播
磨
科
学
公
園

都
市
圏
域
定
住
自
立
圏
事
業
に
お
い
て
、

バ
ー
チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
を
融
合
さ
せ
た
観

光
客
誘
致
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
モ
ニ

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
圏
域
市
町
と
連

携
し
た
魅
力
の
発
信
や
、
観
光
資
源
の
発

掘
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

昨
今
、
健
康
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
中
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
や
登
山
な
ど
上
郡
町
独
自
の

自
然
環
境
を
ス
ポ
ー
ツ
に
活
用
す
る
取
り

組
み
と
し
て
、
昨
年
プ
レ
開
催
し
た「
上

郡
ピ
ュ
ア
ス
ロ
ン
山
の
里
大
会
」の
本
大

会
の
開
催
支
援
を
は
じ
め
、
地
域
団
体
等

が
実
施
す
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
し
ま
す
。

　
「
上
郡
ピ
ュ
ア
ス
ロ
ン
山
の
里
大
会
」

の
会
場
と
な
る
上
郡
ピ
ュ
ア
ラ
ン
ド
山
の

里
に
お
い
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど

を
通
じ
た
新
た
な
魅
力
発
信
や
、
上
郡
高

等
学
校
、
商
工
会
や
民
間
企
業
と
の
連
携

に
よ
る
農
産
物
を
中
心
と
し
た
新
た
な

特
産
品
開
発
を
支
援
す
る
な
ど
、
上
郡
町

の
観
光
資
源
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
等
と
連
携
し
、
若
手
起

業
家
育
成
に
向
け
た
創
業
塾
の
開
催
や
、

新
規
就
農
希
望
者
確
保
に
向
け
、
農
業
体

験
ツ
ア
ー
の
実
施
や
住
居
支
援
等
を
行
う

と
と
も
に
、
民
間
企
業
と
の
連
携
に
よ
る

中
学
生
向
け
の
起
業
家
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
す
る
な
ど
、
地
域
の
将
来
を
担
う

人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。

令和４年度施政方針
「すべての世代が愛着を持ち、住み続けられる
まち」の実現を目指して

Ⅲ 

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

　

 （
新
た
な
日
常
）へ
の
加
速

　

～
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
～

　
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
の
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン

ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）推
進
本
部
に
お

い
て
、
教
育
、
医
療
、
防
災
な
ど
、
様
々
な

領
域
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
多
目
的
利
用
に

向
け
た
具
体
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

行
政
手
続
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
は
じ
め
、
手
数
料

等
へ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
、
業

務
プ
ロ
セ
ス
を
改
革
す
る
と
と
も
に
、
国

お
よ
び
県
と
の
緊
密
な
連
携
に
よ
り
デ
ジ

タ
ル
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
業
務
の
効
率
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
に
お
い
て
は
、
国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
沿
っ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
て
児
童
生
徒
の
学
習
活
動
を
支
援
す
る

た
め
、
児
童
生
徒
全
員
に
貸
与
し
た
パ
ソ

コ
ン
端
末
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
小
中

学
校
の
英
語
で
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
試
験

的
に
導
入
す
る
な
ど
、
学
習
活
動
の
一
層

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上
に
引
き
続
き
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
情
報
格
差
対
策
と
し

て
、
民
間
企
業
や
学
生
と
連
携
し
た
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作
講
習
会
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
公
共
施
設
等
へ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
強
化
し
ま
す
。

　

農
業
分
野
に
お
い
て
は
、
ラ
ジ
コ
ン
草

刈
機
や
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た「
ス
マ
ー

ト
農
業
」に
よ
る
次
代
の
農
業
を
支
え
る

担
い
手
を
育
成
し
、
農
業
と
地
域
の
活
性

化
を
推
進
し
ま
す
。

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
は
近
年
急
速
に
進
展
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
流
を
し
っ
か
り
と

捉
え
る
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
は
じ
め

と
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
媒
体
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
町
の
施
策
や
事
業
に
関
す

る
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
、
便
利

で
快
適
な
住
民
生
活
の
実
現
を
高
め
て
ま

い
り
ま
す
。

Ⅳ 

成
長
戦
略
の
た
め
の

　

 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

～
公
民
連
携
の
強
化
～

　

こ
れ
ま
で
大
学
、
高
校
お
よ
び
民
間
企

業
と
の
包
括
連
携
、
定
住
自
立
圏
構
想
や

連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
な
ど
の
市
町
間
に

お
け
る
広
域
連
携
を
推
進
し
、
町
単
独
で

は
解
決
の
難
し
い
地
域
課
題
に
対
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
持
つ
強
み
を
活
か

し
、
解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
、
官

民
、
産
学
に
お
い
て
幅
広
い
連
携
を
促
進

す
る
こ
と
に
よ
り
、
民
間
企
業
な
ど
か
ら

の
提
案
に
よ
る
遊
休
資
産
の
活
用
や
上
郡

高
校
生
の
参
画
を
得
て
行
う
地
域
活
性
化

事
業
な
ど
、
行
政
だ
け
で
は
解
決
で
き
な

い
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
県
版
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど

の
外
部
人
材
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
地

域
振
興
並
び
に
交
流
人
口
の
促
進
を
図
っ

て
き
ま
し
た
が
、
新
た
に
三
大
都
市
圏
に

所
在
す
る
民
間
企
業
等
の
社
員
が
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
や
知
見
を
活
か
し
な
が
ら
地
域

独
自
の
魅
力
や
価
値
の
向
上
等
に
つ
な
が

る
業
務
に
一
定
期
間
従
事
す
る
こ
と
に
よ

り
、
地
域
活
性
化
を
図
る「
地
域
活
性
化

企
業
人
制
度（
企
業
人
材
派
遣
制
度
）」の

活
用
を
検
討
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」の

活
用
に
よ
り
、
上
郡
町
の
産
品
等
地
域
資

源
と
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
町
内
事
業
者
の
販
路
拡
大
に
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

Ⅴ 

町
政
運
営
の
改
革

～
推
進
の
た
め
の
体
制
づ
く
り
～

　
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
ま
し
た
先
導
的

な
取
り
組
み
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推

進
す
る
た
め
に
機
構
改
革
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
地
域
の
活
性
化
と
住
民
の
定
住

を
促
進
す
る
た
め
、
所
管
領
域
が
広
範
と

な
っ
て
い
る
産
業
振
興
課
を
分
割
す
る

と
と
も
に
、
企
画
政
策
課
か
ら
、
定
住
促

進
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
の
事
務
を
移
管

し
、
地
域
振
興
課
お
よ
び
農
林
振
興
課
を

新
設
し
ま
す
。
併
せ
て
、
観
光
振
興
主
体

と
な
る
観
光
協
会
の
法
人
化
に
向
け
て
の

検
討
に
着
手
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
医
療
や
福
祉
、
教
育
な
ど
横

断
的
に
少
子
化
対
策
に
取
り
組
み
、
町
を

あ
げ
て
一
体
的
に
子
ど
も
の
成
長
を
支
援

す
る
た
め
、
健
康
福
祉
課
に
、
子
ど
も
政

策
お
よ
び
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対

策
の
推
進
に
関
す
る
総
合
調
整
を
行
う
職

と
、
赤
穂
市
西
有
年
の
産
業
廃
棄
物
最
終

処
分
場
建
設
計
画
に
か
か
る
対
応
強
化
等

の
た
め
、
住
民
課
に
専
任
の
職
を
配
置
し

ま
す
。

３月議会定例会で、梅田修作町長が令和４年度の町政運営の
基本的な考え方や主要な施策などを説明しました。

ＤＸ ＩＣＴを活用して人々の生活をあらゆる面でより良い方向に
変化させること。

ＧＩＧＡスクール
構想

文部科学省の教育改革案。「すべての児童・生徒にグロー
バルで革新的な扉を」という意味が込められている。

（Global and Innovation Gateway for All）

ＩＣＴ 情報通信技術
（Information and Communications Technology）

ＬＩＮＥ ＳＮＳの一つで、メッセージをやり取りするアプリケーショ
ン。国内ではスマートフォン所有者の 80％以上が利用。

ＳＮＳ
インターネット上への記事や写真の投稿をとおして、社会
的なつながりを構築するサービス。（Social Networking 
Service）

用語説明



5 広報かみごおり  4 月号 4広報かみごおり   4 月号

令和４年度 主要事業

Ⅱ 地域で支え合い健やかに暮らせるまちづくり
育児パッケージ配布事業　67 万 5千円
出産祝い金支給事業　570 万円
３歳児健診視覚屈折検査器具購入費　159 万 5千円

○ 結婚新生活支援補助金交付事業　60 万円
かみごおり生活応援臨時特別給付金事業　2,592 万 3千円

○ 新型コロナウイルス感染症対策事業　4,539 万 7千円
○ 妊産婦健康診査費補助事業　427 万 5千円
○ 妊婦歯科健康診査事業　4 万 5千円

がん患者アピアランスサポート事業　25 万円
○ 小児・妊婦インフルエンザ予防接種費助成事業　214 万 5千円
○ 新生児聴覚検査費補助事業　36 万円
○ 産後ケア事業　33 万 5千円
○ 風しん予防接種費等助成事業　553 万 4千円
○ 町ぐるみ健診・各種がん検診の実施　3,037 万 1千円
○ モロげんきくん健康ポイント事業　150 万円
○ 外出支援事業　605 万 1千円
○ 障がい者の権利擁護支援　21 万 3千円
○ 高齢者入浴施設利用料・
　 　高齢者団体等研修施設使用料助成事業　65 万 2千円
○ 介護予防・日常生活支援総合事業　4,566 万 4千円
○ 認知症対策事業　309 万 5千円
○ 介護関連資格取得助成事業　60 万円

訪問看護ステーション事業　2,190 万 3千円

拡

新

新

新

新

拡

Ⅰ 安全安心で快適に住み続けられるまちづくり
○ 急傾斜地崩壊対策事業　1,500 万円
○ 消防団可搬ポンプ積載車更新事業　2,224 万 2千円
○ 住宅耐震化改修等補助事業　235 万円
○ 都市計画マスタープラン改定事業　596 万 4千円
○ 町道中野与井線馬場参踏切拡幅事業　9,700 万円
○ 橋梁長寿命化事業　9,000 万円

ハイツカメリア長寿命化事業　1 億 3,016 万 6千円
○ 老朽危険空き家除去支援事業　160 万円

地域公共交通活性化事業　5,122 万 3千円
○ 上下水道整備事業
　・上水）与井水源地浄水処理施設整備事業　9 億 6,360 万 9千円
　・上水）高田台老朽送配水管更新耐震化事業　2 億 3,559 万 8千円
　・上水）井上地区送配水管更新耐震化事業　4,900 万 4千円
　・下水）下水道施設統合検討事業　820 万円
　・下水）上郡浄化センター長寿命化対策事業　4,800 万円

新

拡

Ⅲ 人・地域・文化を愛する人を育むまちづくり
中学校給食関連事業　3,341 万 7千円

○ 中学生向け起業家教育プログラム提供事業
小・中学校学習者用デジタル教科書普及促進事業　166 万 9千円

○ 教育研修所研修委託料　166 万 5千円
○ 地域人材を活用した小学校英語教育支援充実事業　69 万円
○ 小・中学校専任外国語指導助手 [ ＡＬＴ ] 事業　617 万 8千円
○ スクール・サポート・スタッフ配置事業　114 万 5千円

水泳指導委託事業　145 万 5千円
男女共同参画プラン策定業務　376 万 9千円
大鳥圭介生誕 190 周年記念特別展　52 万 5千円

○ 山陽道野磨駅家跡内容確認調査　597 万 6千円
史跡山陽道野磨駅家跡公有化事業　745 万円

○ スポーツセンター改修事業（テニスコート LED 化等）　2,122 万 7千円

新

新
新
新

新

拡

Ⅴ みんなで創り進めるまちづくり
移住・定住促進事業

若者住宅取得奨励金　610 万円
　・お試し暮らし住宅提供事業　153 万 8千円
　・三世代同居支援事業　30 万円
　・中古住宅取得費補助事業　91 万 7千円
　・定住応援支援事業　266 万 7千円
　・首都圏からの移住等支援事業　100 万円
　・新築住宅取得にかかる固定資産税の課税免除　304 万 5千円

デジタル・トランスフォーメーション促進事業　3,149 万 1千円
○ 上郡高等学校地域活性化事業　30 万円
○ 東備西播定住自立圏形成推進事業　400 万円
○ 播磨科学公園都市定住自立圏事業
○ 播磨圏域連携中枢都市圏形成事業・三県境地域創生会議事業
○ 地域再生協働員（県版地域おこし協力隊）設置　140 万円
○ 空き家活用支援事業　150 万円
○ 結婚活動支援事業　 40 万円

多文化共生推進事業　108 万 2千円

新
拡

拡

新

＝新規事業新 拡 ＝拡充事業

Ⅳ 地域資源を活かした雇用の創出とにぎわいのあるまちづくり
大阪お城フェス 2022 出展　43 万 7千円

○ 圏域内観光モニターツアーの実施　460 万円
上郡ピュアスロン山の里大会開催　10 万円
特産品開発補助　140 万円

○ 町内農産物イメージアップ支援事業
　　（農産物コンテスト）　20 万円

土産品開発支援 [ 観光協会補助 ]　 100 万円
○ 創業支援事業 [ 商工会委託事業 ]　47 万円

地域資源保全管理事業　300 万円
担い手育成事業

　 　（スマート農業・環境配慮型推進補助）　145 万円

新

拡

新

新

新
新

○ ふるさと納税による
　 　地域資源・情報の発信　9,456 万 7千円
○ 企業立地支援事業　138 万 9千円

雇用対策事業 [ 商工会補助 ]　50 万円
○ 川まつりの開催 [ 観光協会補助 ] 　300 万円
○ 地域資源活用イベント支援事業　190 万円

農福連携事業　44 万円
○ 多面的機能支払交付金　6,161 万 7千円

有害鳥獣防除対策事業　125 万円
○ 鳥の元井堰整備事業　1 億 7,400 万円
拡

新

新

▲ ラジコン草刈機

▲ 育児パッケージ

▲ ハイツカメリア

▲ 予約型乗合いタクシー「ほほえみ」

▲ モロげんきくん元気帳

▲ 中学生向け起業家教育プログラム提供事業

▲ 上郡町公式ＬＩＮＥアカウント
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総務課  総務係
☎ 52-1111

■
新
し
い
職
名
・
氏
名（
旧
職
名
）　

※
教
委
は
教
育
委
員
会
の
略

 

課
長
級

■
理
事（
兼
）企
画
広
報
課
長
・
宮

下
弘
毅（
理
事（
兼
）企
画
政
策
課

長
）■
国
保
介
護
支
援
課
長
・
深
澤

徹
也（
教
委　
教
育
総
務
課
長
）■

地
域
振
興
課
長
・
深
澤
寿
彦（
健
康

福
祉
課
国
保
介
護
支
援
室
長
）■

農
林
振
興
課
長
・
種
継　

武（
産

業
振
興
課
長（
兼
）農
業
委
員
会

事
務
局
長
）■
教
委　

教
育
次
長

（
兼
）生
涯
学
習
課
長
・
前
川
武
彦

（
教
委　
教
育
推
進
課
長
）■
教
委　

教
育
推
進
課
長
・
竹
内
澄
子（
議

会
事
務
局
副
局
長（
兼
）事
務
係
長

＝
昇
任
）■
企
画
広
報
課
参
事（
政

策
担
当
）・
松
田　

繁（
兵
庫
県
西

播
磨
県
民
局
県
民
交
流
室
課
長
補

佐
＝
県
か
ら
派
遣
）■
兵
庫
県
企

画
部
万
博
推
進
室
万
博
推
進
課 

万
博
調
整
班
主
幹（
フ
ィ
ー
ル
ド

パ
ビ
リ
オ
ン
担
当
）・
佃　

真
輔

（
企
画
政
策
課
地
域
創
生
担
当
参

事
＝
県
に
復
帰
）

  

副
課
長
級

■
健
康
福
祉
課
参
事（
こ
ど
も
政

策
・
感
染
症
対
策
担
当
）・
西
谷
一
徳

（
企
画
政
策
課
付
参
事（
兼
）副
課
長 

（
播
磨
高
原
広
域
事
務
組
合
派

遣
））■
企
画
広
報
課
副
課
長
・

井
上
義
章（
健
康
福
祉
課
副
課

長
）■
企
画
広
報
課
付
副
課
長 

（
播
磨
高
原
広
域
事
務
組
合
派

遣
）・
藤
井
一
泰（
建
設
課
副
課
長

（
ま
ち
づ
く
り
担
当
））■
税
務
課

副
課
長
・
西
川
佳
宏（
税
務
課
副

課
長（
兼
）課
税
係
長（
住
民
税
担

当
））■
住
民
課
副
課
長（
環
境
政

策
担
当
）・
西
山
久
巳（
企
画
政
策

課
副
課
長
）■
住
民
課
副
課
長（
消

防
防
災
担
当
）・
木
村
正
興（
教
委　

教
育
推
進
課
副
課
長（
兼
）教
育
係

長
）■
住
民
課
付
副
課
長（
に
し

は
り
ま
環
境
事
務
組
合
派
遣
）・

細
川
大
蔵（
農
業
委
員
会
事
務
局

副
局
長（
兼
）総
務
係
長
）■
健
康

福
祉
課
副
課
長（
兼
）地
域
福
祉

係
長
・
大
下
裕
子（
健
康
福
祉
課 

国
保
介
護
支
援
室
副
室
長（
兼
）介

護
保
険
係
長
）■
地
域
振
興
課
副

課
長
・
長
谷
川
靖（
産
業
振
興
課

副
課
長
）■
建
設
課
副
課
長
・
中

井
哲
也（
住
民
課
副
課
長（
兼
）消

防
防
災
係
長
）■
教
委　

教
育
推

進
課
副
課
長（
兼
）指
導
主
事
・
藤

木
直
子（
教
委　

上
郡
こ
ど
も
園

副
園
長
）■
教
委　

子
育
て
学
習

セ
ン
タ
ー
所
長
・
小
林
恵
美
子（
教

委　
教
育
推
進
課
副
課
長（
兼
）指

導
主
事
）

  

係
長
級

■
議
会
事
務
局
事
務
係
長
・
内
藤

剛
介（
健
康
福
祉
課
地
域
福
祉
係

長
）■
企
画
広
報
課
企
画
調
整
・

広
報
広
聴
担
当
係
長
・
高
永
宣
良

（
企
画
政
策
課
地
域
創
生
担
当
係

長
）■
財
政
管
理
課
財
政
係
長
・

吉
村
淳
二（
税
務
課
課
税
係
長（
固

定
資
産
税
担
当
））■
総
務
課
デ
ジ

タ
ル
推
進
係
長
・
西
山
聡
志（
総

務
課
広
報
情
報
係
長
）■
総
務
課

付
係
長（
県
民
局
総
務
企
画
室
派

遣
）・
杉
山　

朋（
財
政
管
理
課
財

政
係
長
）■
税
務
課
課
税
係
長
・

土
屋
俊
幸（
住
民
課
環
境
衛
生
係

長（
産
廃
・
環
境
衛
生
担
当
））■

住
民
課
消
防
防
災
係
長
・
田
中
雅

宏（
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
長
）

■
国
保
介
護
支
援
課
介
護
保
険
係

長
・
安
西
和
久（
住
民
課
付
係
長

（
に
し
は
り
ま
環
境
事
務
組
合
派

遣
））■
地
域
振
興
課
商
工
観
光
・

定
住
交
流
担
当
係
長
・
山
本
亨
紀

（
総
務
課
付
係
長（
県
民
局
総
務
企

画
室
派
遣
））■
農
林
振
興
課
農
政

係
長
・
岡
田
慎
平（
産
業
振
興
課

農
林
振
興
係
長
）■
農
林
振
興
課

土
地
改
良
係
長
・
藤
本
大
樹（
産

業
振
興
課
土
地
改
良
係
長
）■
教

委　

教
育
推
進
課
教
育
係
長
・
坂

越
善
徳（
教
委　

教
育
推
進
課
園

児
係
長
）

  

主
査
級

■
企
画
広
報
課
主
査
・
小
西
直
哉

（
企
画
政
策
課
主
査
）■
企
画
広

報
課
付
主
査（
播
磨
高
原
広
域
事

務
組
合
派
遣
）・
井
上
恵
美
子（
企

画
政
策
課
付
主
査（
播
磨
高
原

広
域
事
務
組
合
派
遣
））■
総
務

課
主
査
・
溝
口
慎
太
郎（
上
下
水

道
課
主
事
＝
昇
任
）■
税
務
課
主

査
・
武
田　

栞（
健
康
福
祉
課
国

保
介
護
支
援
室
主
査
）■
税
務
課

主
査
・
高
橋
正
倫（
税
務
課
主
事

＝
昇
任
）■
健
康
福
祉
課
主
査
・

西
川
覚
士（
産
業
振
興
課
主
査
）

■
健
康
福
祉
課
主
査
・
宮
本
幸
輔

（
健
康
福
祉
課
主
事
＝
昇
任
）■
国

保
介
護
支
援
課
主
査
・
横
山
一
樹

（
健
康
福
祉
課
国
保
介
護
支
援
室

主
事
＝
昇
任
）■
地
域
振
興
課
主

査
・
杉
山
由
香（
産
業
振
興
課
主

査
）■
農
林
振
興
課
主
査
・
福
田

光
明（
産
業
振
興
課
主
査
）■
農
林

振
興
課
主
査
・
左
鴻
洋
右（
産
業

振
興
課
主
査
）■
農
林
振
興
課
主

査
・
田
中
寛
人（
産
業
振
興
課
主

査
）■
農
林
振
興
課
主
査
・
玉
川　

遼（
産
業
振
興
課
主
査
）■
建
設

課
主
査
・
植
田　

裕（
教
委　

教

育
総
務
課
主
事
＝
昇
任
）■
上
下

水
道
課
主
査
・
森
中
茂
樹（
建
設

課
主
査
）■
上
下
水
道
課
主
査
・

西
山
悟
史（
建
設
課
主
査
）■
教
委　

教
育
推
進
課
主
査
・
雲
丹
亀
早
希

（
住
民
課
主
査
）■
教
委　
生
涯
学

習
課
主
査
・
平
井
大
貴（
総
務
課

主
査
）

  

主
事
級　

■
企
画
広
報
課
主
事
・
福
井
温
子

（
総
務
課
主
事
）■
総
務
課
付
主

事（
兵
庫
県
市
町
振
興
課
派
遣
）・

山
本
龍
孝（
税
務
課
主
事
）■
住

民
課
主
事
・
仲
田　

梓（
健
康
福

祉
課
主
事
）■
国
保
介
護
支
援
課

主
事
・
笹
山
奈
愛（
教
委　

教
育

総
務
課
主
事
）■
地
域
振
興
課
主

事
・
名
古
篤
史（
企
画
政
策
課
主

事
）■
農
林
振
興
課
主
事
・
田
中

友
貴（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
事
）

■
農
林
振
興
課
付
技
師（
光
都
農

林
振
興
事
務
所
派
遣
）・
桐
谷
祐

一（
産
業
振
興
課
付
技
師（
光
都
農

林
振
興
事
務
所
派
遣
））■
建
設
課

技
師
・
山
田
健
斗（
上
下
水
道
課

技
師
）■
教
委　

生
涯
学
習
課
管

理
栄
養
士
・
西
山
佑
里
恵（
健
康

福
祉
課
管
理
栄
養
士
）

  

新
規
採
用　

■
企
画
広
報
課
主
事
・
上
岡
英
嗣

■
税
務
課
主
事
・
中
山
梨
帆
■
国

保
介
護
支
援
課
保
健
師
・
松
本
杏

奴
■
地
域
振
興
課
主
事
・
嶋
津
健

心
■
農
林
振
興
課
主
事
・
藤
木
加

奈
■
教
委　
上
郡
こ
ど
も
園
調
理

員
・
大
西
愛
実

  

再
任
用　

■
地
域
振
興
課
主
事
・
岩
本
和
史

■
農
林
振
興
課
主
査
・
前
田
一
弘

（
産
業
振
興
課
主
査
）■
教
委　
上

郡
こ
ど
も
園
調
理
員
・
保
村
め
ぐ
み

  

退
職（
３
月
31
日
付
）　

■
山
下
有
子（
教
委　

子
育
て
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
）■
岩
本
和
史

（
産
業
振
興
課
課
長
補
佐（
商
工
観

光
担
当
））■
保
村
め
ぐ
み（
教
委　

上
郡
こ
ど
も
園
調
理
員
）■
中
田

彩
香（
教
委　

上
郡
こ
ど
も
園
保

育
教
諭
）

町議会 議会事務局 事務係 監査委員

公平委員会

町長 副町長 企画広報課 企画調整担当 播磨高原広域事務組合
理　事 広報広聴担当

財政管理課 財政係

管財係

総務課 総務係 選挙管理委員会

デジタル推進係 固定資産評価審査委員会

税務課 課税係

収税管理係

危機管理監 住民課 住民係

環境衛生係 クリーンセンター

消防防災係 最終処分場

にしはりま環境事務組合
健康福祉課 地域福祉係

健康係 保健センター

国保介護支援課 国保年金係

介護保険係

地域包括支援係 地域包括支援センター

訪問看護ステーション

地域振興課 商工観光担当 観光案内所

定住交流担当 上郡ピュアランド山の里

農林振興課 農政係 農業委員会
技　監 土地改良係 県農業共済組合赤相事務所

建設課 まちづくり係

工務係
上下水道事業管理者 上下水道課 総務係 浄化センター

工務係

会計管理者 会計課 出納係

教育委員会 教育長 次　長 教育推進課 教育係 小学校・中学校

教育研修所

青少年育成センター

学童クラブ

上郡こども園

子育て学習センター

生涯学習課 総務・文化財係 生涯学習支援センター

郷土資料館

図書館

つばき会館

地区公民館

東町総合センター・土井公民館

スポーツ推進係 スポーツセンター

給食係 給食センター

組織の変更 と 職員の異動

デジタル推進に特化した係
（広報広聴部門を企画広報課へ）

国保介護支援室から
名称変更

教育係に一本化
教育係と園児係を統合

組織名の変更のみの異動と派遣延長は掲載を省略しています
（6 ページ：国保介護支援課・生涯学習課）

・総務課から広報広聴部門を
移管

・地域振興課（新設）へ定住交
流部門を移管

企画政策課から名称変更

産業振興課の商工観光部門
と定住交流を担当する課

【新設】地域振興課

・商工観光部門を新設する地
域振興課へ移管

・農林振興係を農政係に変更
し、農業委員会事務局の事
務を兼務（ 農業委員会単独
の事務局は廃止）

産業振興課から名称変更

教育総務課から
名称変更

広報情報係から名称変更
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財政管理課  財政係
☎ 52-1118令和４年度 当初予算

※予算額などは千円以下を四捨五入しているため、合計で一致しない場合があります

一般会計 特別会計 企業会計

80億1,600万円 43億4,750万円 41億6,159万 8千円
（対前年度比  2.3％増） （対前年度比  5.0％増） （対前年度比  8.0％増）

一般
会計

公債費
（借金返済のためのお金）

令和３年度実施の繰上償還
の効果などにより、前年度
に比べ 1,829万円減の 8億
7,317万円を計上しました。

民生費

出産祝い金支給事業や新型コロナ
ウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金事業として実施するかみご
おり生活応援臨時特別給付金事業
により、対前年度比 762万円増の
15億2,225万円を計上しました。

農林水産業費

鳥の元井堰整備事業などの土地改
良事業や治山事業の増等により、
対前年度比 1億8,275万円増の 4
億8,983万円を計上しました。

56 万 2,250 円

地域公共交通確保対策事業
や税制改正によるシステム
改修の増等により、対前年
度 比 7,161万 円 増 の 10億
7,963万円を計上しました。

総務費

町民一人あたりが負担する税

16 万 9,755 円

個人町民税 ･･･     4 万 612 円
法人町民税 ･･･ 　     4,861 円
固定資産税 ･･･10 万 8,224 円

軽自動車税　･･･      4,156 円
町たばこ税　･･･      6,623 円
都市計画税　･･･      5,279 円

議会費
9,457万円

1.2％

総務費
10億7,963万円

13.5％

民生費
15億2,225万円

19.0％

消防費
3億8,646万円

4.8％
土木費

6億6,104万円
8.2％

農林水産業費
4億8,983万円

6.1％

教育費
7億6,080万円

9.5％

諸支出金・予備費
14億1,446万円

17.6％

商工費
8,511万円

1.1％

衛生費
6億4,868万円

8.1％

議会費 総務費 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費
議会運営のために

使うお金
庁内の全般的な管理
運営などに使うお金

高齢者福祉や児童福祉
などに使うお金

ごみの収集や保健衛生、
し尿処理などに使うお金

農林業振興の支援やかん
がい排水などに使うお金

商業や工業、観光の振
興などに使うお金

6,634 円 7 万 5,726 円 10 万 6,772 円 4 万 5,499 円 3 万 4,357 円 5,969 円
土木費 消防費 教育費 公債費 諸支出金 ･ 予備費

※令和 4 年 2 月
28 日時点の人口
14,257 人を基に
算出

※円単位未満は
四捨五入

道路や公園などの整
備、管理に使うお金

消火や救急活動、防災対
策などに使うお金

小・中学校の運営など
に使うお金

借入金の返済に
使うお金

基金への積立や緊急時
の支出に使うお金

4 万 6,366 円 2 万 7,107 円 5 万 3,363 円 6 万 1,245 円 9 万 9,212 円

公債費
8億7,317万円

10.9％

町税は、生産年齢人口の減少に伴う個人町民税の
減や土地価格の下落による減に加えて、新型コロ
ナウイルス感染症の影響はあるものの、メガソー
ラーを始めとする太陽光発電などによる償却資産
の増により、対前年度比 2億5,772万円増の 24
億2,020万円を見込みました。

町税　

地方交付税・交付金

一定の行政サービスの提供などに必要な財源を保障す
るために国から交付される地方交付税は、前年度に比べ
1,000万円増の23億3,500万円を見込みました。また、
地方消費税交付金のうち、消費税率の引き上げによる社
会保障財源化分として 1億8,457万円を見込み、子ど
も・子育て事業や高齢者福祉事業、各医療費助成事業な
どの社会保障施策に要する経費に充てて活用します。

県支出金

鳥の元井堰
せき

整備事業などの土地改良事
業や治山事業にかかる県補助金の増等
により、対前年度比 1億2,867万円増
の 6億9,537万円を見込みました。

町税
24億2,020万円

30.2％

地方譲与税
1億701万円

1.3％

交付金
3億9,855万円

5.0％

財産収入
4,660万円

0.6％

国庫支出金
7億8,422万円

9.8％

使用料及び手数料
1億926万円

1.4％ 分担金及び負担金
5,808万円

0.7％

地方交付税
23億3,500万円

29.1％

県支出金
6億9,537万円

8.7％

寄附金
1億6,100万円

2.0％

町債
5億9,826万円

7.5％

諸収入
1億6,175万円

2.0％繰越金
1,000万円

0.1％繰入金
1億3,070円

1.6％

◆ 歳入 ◆

一般
会計 ◆ 歳出 ◆

◆ 町民一人あたりの予算額◆

全会計： 165億2,509万 8千円
（対前年度比  4.4％増）
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■ 業務内容
利用者宅への訪問看護業務全般

（ 日常生活の支援、状態の観察、医療処置、看護リ
ハビリ、ターミナルケア（看取りの看護） など）
■ 勤務時間
週 5 日・9 時～17 時　※緊急対応・夜間対応あり
■ 資格
正看護師免許、普通自動車免許（AT 可）
■ 給与
日給 11,131 円～11,736 円（時間外勤務手当あり）
手当：オンコール手当 1,000 円 / 日、看護業務手当
20,000 円 / 月
■ 待遇
社会保険、雇用保険、交通費支給、制服貸与

病気や障がいのある人の「 住み慣れた場所で生活し
たい」という想いに寄り添い、看護師が自宅へ訪問し
様々なサービスを提供します。利用者、家族の皆さん
が大切な時間・充実した時間を過ごすためのお手伝い
をしています。

国保介護支援課  地域包括支援係
☎ 52-1152

訪問看護ステーション
訪問看護師の募集

特別会計と企業会計の予算総額は、前年度に比べ５億1,415万円増の
85億910万円となりました。

会計 事業 予算額

特
別
会
計

国民健康保険事業 21億6万円

後期高齢者医療事業 2億8,475万円

介護保険事業 18億2,265万円

簡易水道事業 3,815万円

公営墓園事業 350万円

ケーブルテレビ管理運営事業 9,840万円

企
業会

計

水道事業 20億8,168万円

下水道事業 20億7,991万円

基金の一つである財政調整基金は、財政運営を
行う上で、財源が不足するときに取り崩すため
の貯金です。
財政調整基金に加え、借金の返済を計画的に行
うために積み立てる減債基金や、特定の目的の
ために使う特定目的基金を合計しています。

鳥の元井堰整備事業、ため池改修事業、道
路橋梁整備事業などに町債の発行を予定
しています。

一般会計発行予定額

水道事業で８億1,920万円、下水道事業で
３億6,230万円の発行を予定しています。

特別会計発行予定額　

5億9,826万円

11億8,150万円

※令和 3 年度、令和 4 年度は見込み
※国民健康保険事業財政調整基金、介護給付費準備基
　金、ケーブルテレビ施設改修基金を除く

財政調整基金残高 町全体の基金残高

令和 2 年度 令和 4 年度令和 3 年度

4億2,455万円
4億6,426万円4億8,994万円

5億9,505万円
6億4,385万円

5億9,638万円

※令和 3 年度、令和 4 年度は見込み

一般会計の町債（借金）残高 町全体の町債（借金）残高

令和 2 年度 令和 4 年度令和 3 年度

95億4,875万円 93億4,337万円95億1,442万円

189億4,895万円

186億9,746万円

187億8,306万円

特別
会計 < 主な事業 >

■ 介護保険事業
フレイル（虚弱）状態にある 65 歳以上の人に対して、
短期間での運動機能の向上プログラムを提供する「通
所型サービスＣ（短期集中予防サービス）」を実施

■ 水道事業
高田台地区等の老朽化した水道管の更新、耐震化や耐
塩素性病原虫対策として、与井水源地の浄水処理施設
の整備を実施

■ 下水道事業
下水道施設統合の検討や上郡浄化センター長寿命化
対策として、電気・機械設備等の更新を実施

◆ 基金（貯金）の残高 ◆

◆ 町債（借金）の残高 ◆

高齢者が安心して暮らせるよう、町内の事業所と協
定を結び、高齢者の見守りを行っています。業務中に
高齢者の異変を発見した登録事業所が町へ連絡し、
地域包括支援センターなどが必要な支援を行います。
現在、町内 74 事業所の協力を受けていますが、まだ
多くの見守り活動を必要としています。登録にあたっ
て不明な点があれば、地域包括支援センターまで問
い合わせください。

国保介護支援課  地域包括支援係
☎ 52-1152

高齢者の見守り事業所募集

株式会社コタニ 半田モーターサイクル
山本写真館 横山石油店
井上モータース有限会社 釣り具と金物　三木屋
ミルキーウェイ美容室 藤井釣具店
備中屋 癒しと元気のお部屋ひだまり
スギヤ時計店 Pasta&Pizza Legami
成巳屋 原田呉服店

令和３年度は 14 事業所の登録がありました

企業
会計産業廃棄物最終処分場の建設計画について

住民投票の時期が決まりました
上郡町梨ヶ原と赤穂市西有年地区に計画されている産業廃棄物最終処分場について、町民の皆さんの
賛否の意思を確認するために、住民投票を今夏に予定されている参議院議員選挙と同日に行います。
投票日や投票の方法などは、6 月号の広報かみごおりでお知らせします。

上郡町選挙管理委員会　☎ 52-1111
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新型コロナウイルス感染症の影響で
中止・変更になる場合があります。
詳しくは、それぞれの問合先に確認
してください。

鞍居公民館　　☎ 54-0636
船坂公民館　　☎ 55-1060
梨ヶ原公民館　☎ 55-1075

日（曜日） 行事 場所（問合先）
4 月
10 日（日）
　※ 9 月 11 日（日）まで 5 回開催

歴史大学校【考古学講座】
「古代山陽道とその時代」 郷土資料館（同左）

29 日（金祝）～5 月 29 日（日）
郷土資料館春季企画展

「むかしの工夫、先人の知恵
　 ～ＳＤＧs を昔のくらしから考える～ 」

郷土資料館（同左）

5 月
12 日（木） 高齢者大学千種川学園　開講式 生涯学習支援センター（同左）
21 日（土）、22 日（日）予定 上郡公民館　春季作品展 上郡公民館（同左）
6 月
上旬～中旬 新緑ウォーク 船坂エリア内（船坂公民館）
21 日（火）～23 日（木）
26 日（日）～28 日（火） 町ぐるみ健診 保健センター（同左）

7 月
3 日（日） 囲碁ボール大会 スポーツセンター（生涯学習課）
11 日（月）～14 日（木） 町ぐるみ健診 保健センター（同左）
23 日（土）、24 日（日）
30 日（土）、31 日（日）

郷土資料館夏の歴史体験学習
「勾玉づくり」ほか 郷土資料館（同左）

8 月
日程未定 図書館講座 生涯学習支援センター（図書館）

20 日（土）、21 日（日） 郷土資料館夏の歴史体験学習
「銅鏡づくり」 郷土資料館（同左）

9 月
日程未定 きたむらさとし原画巡回展 生涯学習支援センター（図書館）

このマークが付いている
行事はモロげんきくん健
康ポイントがもらえます

日（曜日） 行事 場所（問合先）
10 月
1 日（土）、2 日（日） 高田公民館　文化祭 高田公民館（同左）
10 日（月祝） 町民体育大会総合開会式 スポーツセンター（生涯学習課）
9 日（日）
　※ 3 月まで 5 回開催

歴史大学校【大鳥圭介講座】
「大鳥圭介を巡る旅」 郷土資料館（同左）

15 日（土）～12 月 4 日（日）
郷土資料館秋季特別展
大鳥圭介生誕 190 周年記念

「軍人の如楓 文人の如楓 3」
郷土資料館（同左）

中旬～下旬 紅葉ウォーク 船坂エリア内（船坂公民館）
22 日（土）～30 日（日） 上郡町文化祭　美術展 つばき会館（生涯学習支援センター）
11 月

3 日（木祝） 上郡町文化祭
（生花・盆栽展、お茶会、文化協会発表会） 生涯学習支援センター（同左）

未定
　※ 2 月まで圏域２市２町を巡回

播磨科学公園都市圏域定住自立圏
逸品（一品）展示巡回展 郷土資料館（同左）

日程未定 スズキコージ　ライブペインティング 生涯学習支援センター（図書館）
5 日（土） 上郡町文化祭 短歌・俳句大会 生涯学習支援センター（同左）

5 日（土）、6 日（日）予定 船坂公民館文化祭作品展
ふるさとまつり（6 日のみ） 船坂公民館、旧船坂幼稚園（船坂公民館）

6 日（日） 梨ヶ原公民館まつり 梨ヶ原公民館（同左）
12 日（土）、13 日（日）予定 ふれあいフェスティバルくらい　 鞍居公民館（同左）
13 日（日） 上郡町文化祭 洋楽・器楽の集い 生涯学習支援センター（同左）
開催未定 第 27 回白旗城まつり 赤松自治会 広場など（赤松公民館）
23 日（水祝） 赤松の里歴史ハイキング 上郡駅～赤松地区（観光協会（地域振興課））
12 月
2 日（金）～8 日（木） 人権作品展示 生涯学習支援センター（教育推進課）
3 日（土）、4 日（日） 赤松公民館　作品展 赤松公民館（同左）
4 日（日） 上郡町人権のつどい 生涯学習支援センター（教育推進課）
4 日（日） 山野里地区ときめきフェスタ 駅前商店街（山野里公民館）
中旬～1 月上旬 駅前イルミネーション 2022 上郡駅周辺（観光協会（地域振興課））

24 日（土）、25 日（日） 郷土資料館冬の歴史体験学習
「ミニ門松づくり」 郷土資料館（同左）

1 月
1 日（日祝） 元旦登山 ※高田はハイキング 上郡、高田、船坂、梨ヶ原（各地区公民館）
2 月

18 日（土）～3 月 12 日（日） 郷土資料館冬季企画展
「みんなで創る文化財写真展」 郷土資料館（同左）

3 月

4 日（土）、5 日（日） 郷土資料館ワークショップ
「水損資料レスキューの方法」 郷土資料館（同左）

18 日（土） 高齢者大学千種川学園　閉講式 生涯学習支援センター（同左）

25 日（土） 郷土資料館春の歴史体験学習
「（予定）子ども考古学教室」 郷土資料館（同左）

26 日（日） フロアーカーリング大会 スポーツセンター（生涯学習課）

グラウンド
ゴルフ大会
参加者のみ

登山会
参加者のみ

生涯学習支援センター ☎ 52-1125
図書館　　　　　　　 ☎ 52-4611
郷土資料館　　　　　 ☎ 52-3737
観光協会（地域振興課）☎ 52-1162
生涯学習課　　　　　 ☎ 52-2911
教育推進課　　　　　 ☎ 52-2912
保健センター　　　　 ☎ 52-2188

上郡公民館　　☎ 52-4411
山野里公民館　☎ 52-4599
高田公民館　　☎ 52-2550
赤松公民館　　☎ 52-4605

令和 4 年度
生涯学習
イベントカレンダー
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講座・教室名 曜日・時間 場所 対象 会費等

上郡剣道連盟 火・水・金（18 時～20 時）
土（9 時～11 時）

つばき会館 講堂
（つばき道場） 幼稚園以上 年会費 2,000 円

上郡柔道少年団 火・金（18 時 30 分～21 時） スポーツセンター
柔道場

４歳～
小学６年生

入会金 1,000 円
1,500 円／月 ※幼児無料

上郡町少林寺拳法協会 火・木（19 時～20 時 30 分） 道場
（上郡町大持） 小学生以上 年会費 7,000 円

1,500 円／月

空手道拳和会 水（18 時 30 分～21 時）
※祝日除く

スポーツセンター
卓球場 小学生以上 500 円／月

上郡
バスケットボール教室

火・木（18 時～20 時）
土（9 時 30 分～12 時）

スポーツセンター
総合体育館 小学生以上 年会費 6,000 円

上郡ジュニア
ソフトテニスクラブ

火・木（18 時～20 時）
土・日（9 時～16 時）

スポーツセンター
テニスコート 小学生 2,000 円／月

卓球教室 水（19 時～22 時） スポーツセンター
Ｂ＆Ｇ体育館 小学生以上 無料

バドミントン教室 土（20 時～22 時） スポーツセンター
Ｂ＆Ｇ体育館 年齢不問 入会後に１回 100 円

上郡町陸上競技教室
奇数週：土（17 時～20 時） スポーツセンター

総合体育館
小中学生

入会金 4,000 円
（クラブシャツ、保険料）
750 円／４ヵ月偶数週：土（9 時～11 時） スポーツセンター

多目的グラウンド

水泳教室 火～土 スポーツセンター
温水プール ３歳以上

4,000 円～6,000 円／月
※スポーツセンターで入会
手続きをしてください

生涯学習課  スポーツ推進係
☎ 52-2911

スポーツ教室のおしらせ 令和４年度
公民館講座

上郡公民館　　☎ 52-4411
山野里公民館　☎ 52-4599
高田公民館　　☎ 52-2550

●大人向け講座
公民館 講座・教室 開講・活動日時／回数

上郡

3B 体操 第 4 木曜日　13 時～　年間 10 回

パソコン教室 10 時～　前期（4 月～9 月）、
後期（10 月～3 月）各 10 回

食育講座 年間 3 回
公民館だよりでお知らせ

ビジョンヨガ教室 第 1 火曜日　13 時 30 分～
年間 10 回

女性囲碁・将棋教室 第 1 水曜日・第 3 土曜日  13 時～

うたすき CLUB 第 2 水曜日 13 時 30 分～15 時

手芸教室 年間 3 回
公民館だよりでお知らせ

山野里

楽しい民謡講座 第1水曜日　19時30分～21時30分
年間 10 回

リフレッシュヨガ講座 第4火曜日　19時30分～20時30分
年間 10 回

パソコン講座 第 3 土曜日　9 時 30 分～12 時
年間 10 回

琴講座 第 4 土曜日　9 時 30 分～11 時 30 分
年間 10 回

高田

男の料理教室 第 2 火曜日　9 時 30 分～12 時
年間 10 回

健康体操教室 第 2・4 木曜日　13 時 30 分～15 時
前後期各 10 回

楽しい太極拳教室 第1・3土曜日　9時30分～11時30分
前後期各 10 回

花のインテリア教室 第 2 水曜日　10 時～11 時 30 分
年間 10 回

実用筆文字教室 第 4 水曜日　10 時～11 時 30 分
年間 10 回

季節の和菓子教室 火曜日または土曜日クラス
13 時 30 分～16 時　年間 3 回

おとな体験講座 年間 3 回

鞍居

歴史講座 5 月から　年間 5 回

楽しい書道教室 第 1 火曜日　13 時 30 分～15 時
5 月から　年間 10 回

ハンドメイド講座 第 3 土曜日　9 時 30 分～11 時 30 分
5 月から　年間 10 回

土曜茶道教室 第3土曜日 　12時30分～15時30分
5 月から　年間 10 回

パソコン教室 第 4 土曜日　13 時 30 分～15 時　
5 月から　年間 10 回

絵てがみ教室 第１土曜日  10 時～11 時 30 分
5 月は体験　6 月から 10 回

寄せ植え講座 年 2 回（初夏・正月向け）
公民館だよりなどでお知らせ

●子ども向け講座
公民館 講座・教室 開講・活動日時／回数

上郡 子ども体験教室 夏休みに 3 回程度

山野里

なんでも体験隊 第 2 土曜日　9 時～11 時 30 分
年間 10 回

子ども琴教室 第 4 土曜日　9 時 30 分～11 時 30 分
年間 10 回

子ども抹茶教室 第 3 土曜日　9 時 30 分～11 時 30 分　
年間 10 回

高田 子ども体験教室 年間 3 回　随時お知らせ

鞍居
土曜茶道教室 第 3 土曜日

9 時 30 分～11 時 30 分

生花教室 年間 2 回（お盆とお正月用の生花）

赤松 赤松円心っ子 年間 2 回

船坂 子ども体験教室 年間 3 回程度
公民館だより・ポスターでお知らせ

梨ヶ原 梨っ子チャレンジ 第 3 土曜日
10 時～12 時　年間 5 回

公民館 講座・教室 開講・活動日時／回数

赤松

パソコン教室 第 2・4 火曜日　19 時～21 時
5 月から　年間 20 回

お気軽ヨガ 第 2 火曜日　10 時～12 時
5 月から　年間 10 回

小さな手芸教室 第 4 金曜日　9 時 30 分～12 時
5 月から　年間 10 回

手づくり鎧・兜教室 第 1・2 土曜日　第 4 火曜日
5 月から　年間 20 回

赤松学園 5 月から　年間 10 回

船坂

園芸教室 偶数月の第 4 木曜日
10 時～11 時 30 分　年間 5 回

ふるさと学級 偶数月の第 1 金曜日
10 時～11 時 30 分　年間 5 回

ペン習字教室 第 4 火曜日
10 時～12 時　年間 10 回

健康づくり教室 第 1・3 水曜日
13 時 30 分～15 時　年間 20 回

茶道教室 第 2 土曜日　9 時 30 分～11 時 30 分
年間 10 回　※子ども可

星峰学園 第 3 火曜日　13 時 30 分～15 時　
年間 10 回

梨ヶ原

DIY 教室 年間 5 回　詳細未定

ペン習字教室 年間 12 回　第 2 火曜日
10 時～11 時 30 分　

押し花教室 第 1 水曜日　13 時 30 分～16 時
年間 12 回

ヨガ教室 第 2 木曜日　10 時～11 時 30 分
年間 12 回

鞍居公民館　　☎ 54-0636
赤松公民館　　☎ 52-4605
船坂公民館　　☎ 55-1060
梨ヶ原公民館　☎ 55-1075

虐待を受けたと思われる子どもがいたら、
自身が出産や子育てに悩んだら、
子育てに悩む親がいたら、すぐに相談してください。

児童相談所虐待対応ダイヤル 1
いちはやく

89 にかけると近くの
児童相談所につながります。通告・相談は、匿名で行う
こともでき、通告・相談をした人、その内容に関する秘
密は守られます。

児童相談所虐待対応ダイヤル
☎ 189（いちはやく）

「虐待かも ･･･」と思ったら
児童相談所虐待対応ダイヤル
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■ 対象の夫婦（すべて当てはまること）

○ 令和４年４月１日から令和５年３月 31 日までに婚姻届が受
　理され、その時点で夫婦ともに 39 歳以下
○ 所得額の合計が 400 万円未満
○ 新居が町内にある　※公営住宅への入居は対象外
○ 申請時に住民票の住所が新居にある
　（どちらかだけでも可）
○ 申請時から２年以上、町内に居住する
○ 他の公的制度で家賃補助や住宅取得補助などを受けていない
　（一部除外あり）
○ この事業で補助を受けたことがない
○ 夫婦ともに町税を滞納していない

結婚を機に、新しく居住する住宅への引越し費用、住宅購入
費、家賃やリフォーム代などの一部を補助します。
令和４年度からリフォーム費用も対象になりました。結婚前に
行ったリフォームは、過去 1 年以内であれば申請ができます。

健康福祉課  地域福祉係
☎ 52-1114

リフォーム費用も対象になりました
結婚新生活支援事業

所得税で、住宅ローン控除の特例が延長され、町県民
税においても、対象者に対して、所得税額から控除し
きれない額を限度額の範囲内で町県民税額から控除
します。
今回延長された期間（ 令和 3 年 1 月 1 日から令和 4
年 12 月 31 日まで）については、床面積が 40 平方
メートル以上 50 平方メートル未満の住宅も対象で
す。（合計所得額が 1,000万円以下の場合）

税務課  課税係
☎ 52-1113

令和 4 年度税制改正
住宅ローン控除の特例が延長されます

■ 対象
昭和 56 年５月以前に着工した町内の住宅
■ 申込期間
受付中（ 予定戸数に限りがあります。早め
に申請してください）

専門診断員を派遣し、簡易耐震診断を無料で行います。

建設課  まちづくり係
☎ 52-1117

家の耐震性能を
調べることができます

簡易耐震診断で安全ではないと判定された住宅に、
所有者が耐震改修工事などを行うための補助金を交
付します。

■ 補助対象
①町が行っている簡易耐震診断を受診していること
②年度内に全ての事業が完了する見込みであること
③町税などを滞納していないこと
※その他要件あり
■ 申込締切
６月 30 日（木）※定員になり次第、受付終了

補助金交付決定を受ける前に工事を始めると、対象
になりません。ほかにも要件があるので、詳しくは
建設課まで問い合わせてください。

住宅耐震化のための
改修工事費などを補助します

補助の種類

< 住宅耐震改修工事費補助 >
安全性を確保するための工事費用を補助
※柱、はり、壁、筋かい、基礎の補強、屋根の軽量化、
火打ち梁や構造用合板の床面補強、補強を行う部屋の
内装工事（設備、家具などは除く）

< 住宅耐震改修計画策定費補助 >
工事などの計画を策定する費用を補助

< 屋根軽量化工事費補助 >
住宅の屋根全体を非常に重い屋根（土葺瓦屋根）から、
重い屋根（ 桟瓦葺など）または軽い屋根（ スレート板、
鉄板葺など）に軽くする工事や付帯工事の費用を補助

< シェルター型工事費補助 >
住宅が倒壊しても、居室内の安全が確保できると認め
た工法の工事や付帯工事の費用を補助

< 簡易改修工事費補助 >
安全性を高めるための工事計画策定や工事の費用を補助
※柱、はり、壁、筋かい及び基礎の補強、屋根の軽量
化、構造用合板の床面補強

< 建替工事費補助 >
安全性が低い住宅を解体し、同じ敷地に新しく家を建
てる費用を補助

< 防災ベッド設置費補助 >
住宅が倒壊しても安全な空間を確保する防災ベッド、
その他の装置を設置する費用を補助

■ 条件付免許の対象になる車両

・①の機能が道路運送車両法の基準に適合している車両
・①と②の各機能が国土交通大臣から性能認定を受けている車両

道路交通法の改正（５月 13 日施行）で、一
定の交通違反歴がある 75 歳以上の運転者
に運転技能検査が義務づけられます。
一方で、運転に不安がある高齢運転者など
に、申請によって、より安全な自動車だけ
運転ができるという「 条件付免許」の選択
肢が増えます。

兵庫県警察本部  運転免許課
高齢運転者等支援室
☎ 078-912-1628

道路交通法が改正
条件付免許の取得が可能になります

■ 居住開始日
令和 3 年 1 月 1 日～令和 4 年 12 月 31 日

■ 対象の住宅（どちらも当てはまる）

・消費税率 10％が適用された住宅
・契約日が、注文住宅は令和2年10月から令和3年

9 月まで、その他の住宅は令和 2 年 12 月から令
和 3 年 11 月までの住宅

■ 控除期間　　13 年間

■ 控除限度額　所得税の課税総所得金額等の７％
（上限 13万 6,500 円）

■ 対象の経費
令和 4 年 1 月 1 日から令和 5 年 3 月 31
日までに支払った、引越し・住宅の購入・
リフォームの費用や、家賃（ 賃料・敷金・
礼金・仲介手数料など）
※勤務先などから住宅手当がある場合は、
　その金額を差し引いた額

■ 補助金額
負担額分（1 世帯あたり 30 万円まで）

・結婚を機に離職し、申請時に無職
　（どちらかだけでも可）
・貸与型奨学金を返済している

所得の計算方法に
特例があります

★
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先人が使っていた古い道具には、現代の生活に生かせる工夫
や知恵がたくさんあります。廃物利用や資源のリサイクルを
とおして循環社会を形成していた昔のくらしを紹介します。
ＳＤＧｓの観点から現代の生活を考えてみませんか。

■ 期間　　４月 29 日（金祝）～５月 29（日）　※月曜休館
　 　　　　9 時～16 時 30 分
■ 場所　　郷土資料館 2 階  民俗資料展示室
■ 入館料　無料

農林振興課  農政係
☎ 52-1116

草刈り・泥上げなど
共同活動は安全第一で

多面的機能支払交付金事業や中山間直接支払交付金事業における共同活動で、草刈りや泥上げ中
の事故が発生しています。特に、斜面や用水路など足場が悪い場所での転倒・転落や、草刈り機
との接触、倒木によるけがが多く見られます。十分注意して作業してください。

万が一事故が発生したときのために、傷害保険に必ず加入しましょう。
気温が高くなる季節は、作業中にこまめに水分を補給するなど、熱中症に十分注意してください。

■ 事故防止のために
・事前に活動場所を下見し、危険な箇所を確認し、参加者と共有しましょう
・ヘルメットや手袋、防護メガネなど安全装置を着用しましょう
・参加者の年齢、熟練度などを考えて作業計画を立てましょう
・農機具などの安全な操作方法を習得しましょう
・終了後、事故が起きていないか確認しましょう

■ 日時　　　５月７日（土）９時～14 時 30 分
　　　　　　※雨天中止
■ 場所　　　国見の森公園
■ 定員　　　20 人（申込順）
■ 参加料　　200 円（小学生以下は 100 円）
■ 持ちもの　弁当、飲みもの、雨具

新緑を楽しみながら公園内にあるハイキング
コースをゆっくり歩きます。

国見の森「カメさんハイキング」参加者募集

問 県立国見の森公園　☎ 0790-64-0923（月曜休）
令和４年度春季企画展

「むかしの工夫、先人の知恵～ＳＤＧｓを昔の道具から考える～ 」

令和４年度冬季企画展で展示する文化
財写真を募集します。町の文化財をテー
マにした写真を応募してください。

■ 応募締切　　令和５年１月 31 日（火）
■ 応募写真の条件
・「町の文化財」をテーマにした未発表の写真
・撮影日が令和４年２月１日から令和５年１月 31 日までの写真
※１人２作品まで応募できます
■ 応募方法
デジタルデータを郷土資料館に持参し、受付で応募用紙を記入
してください。（写真にタイトルを付けてください）

これであなたもフォトグラファー！
「みんなで創る上郡文化財写真展」

写真を募集します

気温が高くなる季節は、作業中にこまめに水分を補給するなど、熱中症に十分注意してください。

寄付ありがとうございます！
3 月 17 日（ 木）、タイガーマスクの「 伊達直人」さんから、横断旗 100 本が役場に届
きました。先の 3 月 10 日（木）には、「子供たちが痛ましく悲惨な交通事故もなく健
やかな成長を願い横断旗をお届け申し上げま
す。（原文）」と想いの込められた手紙が届き
ました。
100 本の横断旗は、町立の認定こども園や
小・中学校に分け、役場内でも交通安全の
見守り運動時に役立てていきます。

図書館　☎ 52-4611
新刊のおしらせ新刊のおしらせ

みそ汁は おかずです　　　　　　　　　　 瀬尾幸子
味の台湾　　　　　　　　　　　　　　　　　 焦桐   
ゴリラの森、言葉の海　　　　　 山極寿一・小川洋子
認知症世界の歩き方　　　　　　　　　　 筧　裕介
図解 ウィルスと除菌のことがよくわかる！本  内海　洋
教養としての中学理科　　　　　　　　　  三澤信也
昔話の扉をひらこう　　　　　　　　　　  小澤俊夫
子どもに語る前に大人のための「性教育」   岡崎　勝
潜入・ゴミ屋敷　　　　　　　　　　　　笹井恵里子
妻六法　　　　　　　　　　　　　　　　  森　公任

その日まで　　　　　　　　　　　　　  瀬戸内寂聴
もう別れても いいですか　　　　　　　　 垣谷美雨
黛家の兄弟　　　　　　　　　　　　　  砂原浩太朗
ボタニカ　　　　　　　　　　　　　　  朝井まかて
鑑定人　氏家京太郎　　　　　　　　　　  中山七里
ブラックボックス　　　　　　　　　　　  砂川文次
愛犬と泊まりたい  いい宿　　京阪神エルマガジン社
養老先生、病院へ行く　　　　　　　　　  養老孟司
フリージング離乳食　　　　　　　　　　  牧野直子
つくりおき幼児食　　　　　　　　　　  新谷友里江

郷土資料館
☎ 52-3737

郷土資料館のイベント・募集
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※掲載の内容は、新型コロナウイルス感染症の影響で
　内容を変更・中止する場合があります

情報
Stat  onStat  on

相
談

募
集

●
幹
部
候
補
生（
一
般
）

資
格
▼︻
大
卒
程
度
︼22
歳
以
上
26
歳
未
満（
20

歳
以
上
22
歳
未
満
は
大
卒（
見
込
含
）︑
修

士
課
程
修
了
者
等（
見
込
含
）は
28
歳
未

満
）︻
大
学
院
卒
︼20
歳
以
上
28
歳
未
満
で

修
士
課
程
修
了
者
な
ど（
見
込
含
）

申
込
締
切
▼
６
月
16
日（
木
）（
飛
行
要
員
除
く
）

試
験
日
▼
１
次
:
６
月
25
日（
土
）／
２
次
:
８

月
１
日（
月
）~
７
日（
日
）

●
幹
部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
科
）

資
格
▼
専
門
大
卒（
見
込
含
）で
20
歳
以
上
30

歳
未
満（
薬
剤
科
は
20
歳
以
上
28
歳
未
満
）

申
込
締
切
▼
６
月
16
日（
木
）（
飛
行
要
員
除
く
）

試
験
日
▼
１
次
:
６
月
25
日（
土
）／
２
次
:
８

月
１
日（
月
）~
７
日（
日
）

●
医
科
・
歯
科
幹
部

資
格
▼
医
師
・
歯
科
医
師
の
免
許
取
得
者

申
込
締
切
▼
６
月
10
日（
金
）

試
験
日
▼
６
月
24
日（
金
）

●
技
術
海
上
幹
部
・
技
術
航
空
幹
部

資
格
▼
応
募
資
格
に
あ
る
学
部
・
専
攻
学
科
な

ど
で
大
学
を
卒
業
し
︑業
務
経
験
が
あ
る
人

申
込
締
切
▼
５
月
20
日（
金
）

試
験
日
▼
６
月
20
日（
月
）

●
技
術
海
曹
・
技
術
空
曹

資
格
▼
20
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
を
持
つ

人
な
ど

申
込
締
切
▼
５
月
20
日（
金
）

試
験
日
▼
６
月
17
日（
金
）

●
一
般
曹
候
補
生

資
格
▼
18
歳
以
上
33
歳
未
満（
32
歳
の
人
は

採
用
予
定
月
の
末
日
に
32
歳
）

申
込
締
切
▼
５
月
10
日（
火
）

試
験
日
▼
１
次
:５
月
20
日（
金
）~
29
日（
日
）

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協
力
本
部

相
生
地
域
事
務
所

☎
２
３
・
２
７
５
０

自
衛
官
候
補
生
等
の
募
集

人
権
擁
護
委
員

４
月
１
日
付  

任
期
３
年（
敬
称
略
）

永
野
菊
栄(
新
任
)

　

日
頃
介
護
を
し
て
い
る
皆
さ
ん
が
集
ま

り
︑
ほ
っ
と
一
息
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
が
で
き
る

よ
う
な
集
い
の
場
で
す
︒

　
今
回
は
︑ひ
が
し
蔵
で
茶
話
会
で
す
︒

対
象
▼
介
護
を
し
て
い
る
人（
介
護
認
定
の

　
有
無
は
不
問
）

日
時
▼
５
月
23
日（
月
）10
時
~
12
時

場
所
▼
ひ
が
し
蔵

会
費
▼
５
０
０
円

申
込
締
切
▼
５
月
13
日（
金
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
・
１
１
５
２

介
護
者
の
つ
ど
い

イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

●
狩
猟
免
許
試
験

申
込
期
間
▼
︻
１
回
目
︼
５
月
23
日（
月
）~

６
月
10
日（
金
）︻
２
回
目
︼
７
月
19
日

（
火
）~
８
月
12
日（
金
）

試
験
日
・
場
所
▼︻
１
回
目
︼７
月
２
日（
土
）

洲
本
市（
わ
な
猟
試
験
の
み
）／
７
月
９
日

（
土
）神
戸
市
／
７
月
15
日（
金
）姫
路
市

／
７
月
23
日（
土
）養
父
市
／
７
月
30
日

（
土
）姫
路
市
︻
２
回
目
︼
８
月
29
日（
月
）

神
戸
市
／
９
月
３
日（
土
）神
戸
市
／
９
月

16
日（
金
）神
戸
市
／
11
月
26
日（
土
）姫

路
市（
わ
な
猟
試
験
の
み
）

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

●
初
心
者
講
習
会

　

狩
猟
免
許
試
験
の
受
験
者
を
対
象
に
︑
知

識
・
技
能
の
向
上
を
目
的
に
実
施
予
定
で
す
︒

日
時
︑
場
所
︑
５
月
上
旬
に
兵
庫
県
猟
友
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
︒

︵
一
社
︶兵
庫
県
猟
友
会

☎
０
７
８
・
３
６
１
・
８
１
２
７

狩
猟
免
許
試
験
・
初
心
者
講
習
会

　

公
共
下
水
道
が
使
え
る
地
域
で
は
︑
生
活

排
水
や
︑
く
み
取
り
式
の
ト
イ
レ
は
水
洗
ト

イ
レ
に
改
造
し
て
︑
下
水
道
に
接
続
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
︒

●
下
水
道
に
接
続
す
る
に
は

　

町
の
指
定
を
受
け
た﹁
排
水
設
備
指
定
工

事
店
﹂に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
︒
指
定
工
事

店
以
外
で
工
事
を
す
る
と
違
法
に
な
り
︑
工

事
を
や
り
直
し
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

●
異
物
は
流
さ
な
い

　
水
に
溶
け
な
い
も
の
は
流
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
︒
下
水
道
が
詰
ま
り
︑
処
理
場
で
機
械

の
故
障
な
ど
が
発
生
し
ま
す
︒

上
下
水
道
課  

総
務
係︵
下
水
道
担
当
︶

☎
５
２
・
１
１
１
９

下
水
道
に
接
続
し
て
く
だ
さ
い

で
指
定
す
る
日
／
２
次
:
６
月
17
日（
金
）

~
７
月
３
日（
日
）で
指
定
す
る
日

●
自
衛
官
候
補
生

資
格
▼
18
歳
以
上
33
歳
未
満（
32
歳
の
人
は
採

用
予
定
月
の
１
日
か
ら
４
ヵ
月
後
の
末
日

に
32
歳
）

申
込
▼
年
間
を
と
お
し
て
受
け
付
け

試
験
日
▼
受
付
時
に
案
内

　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
︒

訓
練
中
に
︑
町
内
に
設
置
し
て
あ
る
屋
外
拡

声
器
な
ど
か
ら
テ
ス
ト
放
送
が
流
れ
ま
す
︒

日
時
▼
５
月
18
日（
水
）　
11
時
頃

放
送
内
容
▼﹁
こ
れ
は
︑Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス

ト
で
す
﹂×
３
回

住
民
課  

消
防
防
災
係

☎
５
２
・
１
１
１
５

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
﹁
将
来
ど
れ
く
ら
い
年
金
を
受
給
で
き
る

の
か
知
り
た
い
﹂﹁
老
齢
年
金
の
支
給
申
請
を

し
た
い
が
書
類
の
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い
﹂

な
ど
︑
年
金
に
関
す
る
相
談
や
手
続
き
に
︑

姫
路
年
金
事
務
所
の
職
員
が
応
じ
ま
す
︒（
要

予
約
）

日
時
▼
５
月
26
日（
木
）10
時
30
分
~
／
11

時
~
／
11
時
30
分
~
／
12
時
~（
１
人
約

30
分
）

場
所
▼
役
場
４
階
会
議
室

持
ち
も
の
▼
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
︑
基

礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の

国
保
介
護
支
援
課  

国
保
年
金
係

☎
５
２
・
１
１
５
２

出
張
年
金
相
談
会

日
本
年
金
機
構　
学
生
納
付
特
例

20
歳
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
︑
学
生
の
人
は
申

請
す
る
こ
と
で
︑
在
学
中
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
︒

　

承
認
を
受
け
た
期
間
は
︑
将
来
の
老
齢
基

礎
年
金
の
年
金
額
の
計
算
に
は
含
ま
れ
ま
せ

ん
︒年
金
の
受
給
額
を
減
ら
さ
な
い
た
め
に
︑

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
︒

対
象
▼
本
人
の
所
得
額
が
基
準
以
下
の
学
生

※
対
象
に
な
ら
な
い
教
育
機
関
や
教
育
課
程

が
あ
り
ま
す
︒
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

●
申
請
方
法

①
申
請
は
が
き
が
届
い
た
人

　

申
請
は
が
き
を
記
入
し
︑
日
本
年
金
機
構

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
︒

※
予
定
し
て
い
た
期
間
よ
り
も
在
学
期
間
が

長
く
な
る
場
合
は
︑
申
請
は
が
き
が
送
ら

れ
ま
せ
ん
︒
再
度
手
続
き
が
必
要
で
す

②
申
請
は
が
き
が
届
い
て
な
い
人

国
保
介
護
支
援
課  

国
保
年
金
係

☎
５
２
・
１
１
５
２

学
生
納
付
特
例
制
度

　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
の﹁
教
職
員
の
勤
務

時
間
適
正
化
推
進
プ
ラ
ン
﹂に
基
づ
き
︑
町

教
育
委
員
会
で
も
︑
学
校
業
務
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
︒

●
教
職
員
定
時
退
勤
日
の
実
施

　

週
１
日
︑
各
学
校
で
設
定
す
る
曜
日
に
︑

全
教
職
員
が
定
時
に
退
勤
し
ま
す
︒

●﹁
ノ
ー
部
活
デ
ー
﹂の
実
施

　

生
徒
の
ゆ
と
り
あ
る
生
活
の
確
保
・
心
身

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
ス
ポ
ー
ツ
障
が
い
な
ど

防
止
の
た
め
︑
中
学
校
で
は
︑
週
に
２
日
以

上
の
休
養
日
を
設
定
し
て
い
ま
す
︒
こ
の

ほ
か
︑
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
な
ど
を
と
お
し

て
︑
学
校
現
場
の
事
務
の
効
率
化
や
業
務
の

見
直
し
も
行
っ
て
い
ま
す
︒
よ
り
良
い
環
境

づ
く
り
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

教
育
推
進
課  

教
育
係

☎
５
２
・
２
９
１
２

教
職
員
勤
務
時
間
の
適
正
化
を

推
進
し
て
い
ま
す

　

す
べ
て
の
子
ど
も
が
︑
家
庭
や
地
域
で
愛

情
に
包
ま
れ
な
が
ら
︑
夢
と
希
望
を
持
っ

て
︑
個
性
豊
か
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
け

る
社
会
を
作
っ
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
︒
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
分

の
意
志
で
︑
新
し
い
未
来
を
築
い
て
い
こ
う

と
す
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
も
大
切
で
す
︒

●
令
和
４
年
度
標
語

　
見
つ
け
た
よ　
広
が
る
未
来
と
つ
か
む
夢

健
康
福
祉
課  

地
域
福
祉
係

☎
５
２
・
１
１
１
４

児
童
福
祉
週
間（
５
月
５
日
~
11
日
）

　
今
年
金
婚
を
迎
え
る
夫
婦
を
お
祝
い
し
ま

す
︒
当
て
は
ま
る
人
は
︑
健
康
福
祉
課
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
︒

対
象
▼
昭
和
48
年
中
に
入
籍
し
た
夫
婦

　
（
本
籍
が
町
外
の
人
は
︑戸
籍
抄
本
を
申
込

書
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
）

申
込
締
切
▼
５
月
20
日（
金
）

健
康
福
祉
課  

地
域
福
祉
係

☎
５
２
・
１
１
１
４

金
婚
夫
婦
の
募
集

納
期
限
▼
５
月
２
日（
月
）

納
付
場
所
▼
役
場
会
計
課
︑取
扱
金
融
機
関
︑

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア（
30
万
円
以
下
）

※
納
付
書
の
ほ
か
︑
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
も
納
付
で
き
ま
す 税

務
課  

課
税
係

☎
５
２
・
１
１
１
３

︻
納
期
限
︼
固
定
資
産
税（
１
期
）

　
国
保
介
護
支
援
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
︒

必
要
な
も
の
▼
基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
書
類
︑
学
生
証
の
写

し
ま
た
は
在
学
証
明
書

※
過
年
度
分
で
申
請
忘
れ
な
ど
が
あ
る
場
合

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
︒

●
春
の
重
点
注
意
事
項﹁
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
︑安

　
全
確
認
は
あ
な
た
の
命
を
守
る
﹂

　
令
和
３
年
度
は
農
業
機
械
に
よ
る
事
故
が

多
発
し
︑
死
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︒
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︑
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︑
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全
キ
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︑
作
業
中
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の

使
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
︒
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︑
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作
業
機
を
付
け
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要
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灯
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︑
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や
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●
熱
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の
予
防
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け
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温
の
高
い
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避

け
︑水
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補
給
と
休
憩
は
こ
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に
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い
︑作

業
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を
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く
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︒
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ス
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作
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で
は
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良
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材
の
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袖
シ
ャ
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と
長
ズ
ボ
ン
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着
用
し
︑

つ
ば
の
広
い
帽
子
な
ど
を
被
り
ま
し
ょ
う
︒
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動
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※同意を得ている人のみ掲載しています（敬称略）　※戸籍上の漢字が表記できない場合があります

おくやみおくやみ
2月28日
〜

3月 27日
届出分

氏名 （年齢） 住所 氏名 （年齢） 住所

名田トシ子 （89） 尾長谷 藤田廣義 （76） 東町

大崎文美子 （93） 與井 野勢　實 （92） 丹東

大崎弘志 （82） 皆坂 藤田　栞 （85） 上栗原

福田多鶴子 （93） 竹万宮ヶ丘 金川きみこ （92） 戸谷

中尾昭代 （90） 高山 1 杉山則行 （91） 大持

中村真衣さん水泳教室
スポーツセンター温水プールのリニューアル記
念で開かれた水泳教室で、シドニーオリンピック
100m 背泳ぎ銀メダリストの中村真衣さんがレッ
スンを行いました。笑顔で指導する中村さんに、
参加者の皆さんは元気をもらいました。

表 紙 説 明表 紙 説 明

大学まで水泳をしていたこともあり、中村真衣
さんが町に来ると聞いてから、浮き足立ってい
ました。当日、中村さんのレッスンに見入って
聞き入って、仕事を忘れそうになること多々あ
り。「 いけない！仕事だ！」と我に返って必死
にシャッターを押しました。終わってみると
1,200 枚超。自己ベスト更新です。🅵

編 集 後 記編 集 後 記

町内交通事故発生状況（令和４年２月末）
相生警察署　☎ 22-0110

交番 ･ 駐在 人身事故 死者 傷者
上郡橋 1 0 1

上郡駅前 1 0 1
中　野 0 0 0
梨ヶ原 0 0 0
八　保 0 0 0
赤　松 0 0 0
野　桑 0 0 0

播磨科学公園都市 0 0 0
合　計 2 0 2

※番組終了後、文字放送などを放送します　　※放送時間・番組内容を変更する場合があります

放送時間▼
12 時、17 時、20 時、23 時、翌日 7 時えんしんネット番組表えんしんネット番組表５月 111ch

2～8 日
ゴールデンウィーク

特別番組

16～19 日 西はりま特集 1 月～ 3 月

20～22 日 週刊 GoGo かみごおり

9～12 日 週刊 GoGo かみごおり 23～26 日 地域の情報コーナー

13～15 日 番組リクエストコーナー 27～29 日 月刊 GoGo かみごおり

休日当番医休日当番医
月　日 医療機関

４
月

17 日（日） 大岩診療所 ☎ 52-5000

24 日（日） 黒田内科クリニック ☎ 52-0235

29 日（金祝） 高嶺診療所 ☎ 52-6369

５
月

1 日（日） 河原クリニック ☎ 57-2167

3 日（火祝） 大岩診療所 ☎ 52-5000

4 日（水祝） 半田産婦人科医院 ☎ 52-1000

5 日（木祝） 黒田内科クリニック ☎ 52-0235

8 日（日） 高嶺診療所 ☎ 52-6369

15 日（日） 岡田整形外科 ☎ 52-5600

※新型コロナウイルス感染症の流行状況によって、延期・中止・受付時間変更の場合があります

保健カレンダー保健カレンダー
開催日時 内　容 場　所

4 月 27 日（水）  13 時～ 1 歳 6ヵ月児健診 ／ 2 歳児歯科健診
3 歳児健診 保健センター  ☎ 52-2188

5 月 18 日（水）  13 時～ 4ヵ月児健診 ／ 10ヵ月児健診

くらしの相談窓口くらしの相談窓口
相談名 日　時 場所・問い合わせ

身体障がい者相談 5 月 12 日（木） 13 時 30 分  ～16 時
役場 3 階 301 会議室
問健康福祉課  ☎ 52-1114

ハローワーク移動職業相談
★定員 5 人  ★事前予約

4 月 20 日（水）
13 時 30 分～

役場第２庁舎 2 階小会議室
問地域振興課  ☎ 52-11625 月 18 日（水）

若者サポステ出張相談
★ 15～49 歳  ★事前予約

5 月 17 日（火） 10 時～／ 11 時～／ 12 時～
役場第２庁舎 2 階小会議室
問地域振興課  ☎ 52-1162

エイズ・肝炎相談
  ★前日までに予約

4 月 19 日（火）
9 時 20 分～11 時 問赤穂健康福祉事務所  ☎ 43-2321

5 月 17 日（火）

栄養相談
★前日までに予約

5 月 13 日（金） 9 時 30 分～11 時 30 分 問赤穂健康福祉事務所  ☎ 43-2321

こころのケア相談
★前日までに予約

5 月 2 日（月） 14 時 30 分～15 時 30 分 問赤穂健康福祉事務所  ☎ 43-2321

心配ごと（なんでも）相談 5 月 12 日（木） 13 時 30 分～15 時
問社会福祉協議会  ☎ 52-2910
　 （当日は☎ 080-1936-1067）

法律相談
★前日までに予約

4 月 19 日（火）
13 時 20 分～16 時 問社会福祉協議会  ☎ 52-2910

5 月 17 日（火）

教育相談（カウンセリング） 毎週月曜 9 時～16 時 問青少年育成センター  ☎ 52-5500

～毎日がチャレンジ～

町長
だより

町ホームページで「町長の部屋」からも情報を発信しています
スマートフォンなどで右のＱＲコードを読み取ると表示されます

タイトルは私の座右の銘です。たとえ
困難な課題でも、必ず克服できると信じ
て、日々何事にも取り組んでいます。
町（役場）の使命は、お預かりした税金を
町民ニーズにお応えするように「投入」
すること、そして未来の町民に向けて「投
資」することです。
令和４年度予算は、「急速に進む過疎化
をなんとしても食い止め、上郡町を大き
く発展させたい」という考えから、出産祝
い金の支給や若者世代の住宅取得奨励金

制度の新設など、手厚い子育て・定住支
援を念頭に置いた予算編成としました。
さらに、農業・商工観光振興、ふるさと
納税の推進、産廃問題への対応にスピー
ド感を持って対応するため、新たな課の
設置や専任の職を配置するなど、機構改
革を実施し、「職員の働く体制」を強化し
ました。上郡町が少しでも良くなったと
実感していただけるよう、今後も全力で
取り組んでまいります。

上郡町長 梅田修作



わわかみごおりのかみごおりの
地域であったできごとをお届けします

ひと・世帯のうごき

スポーツセンターの温水プール修繕工事が完了し、3月にリ
ニューアルオープンしました。この日行われた記念式典に
は、工事費用として 950万円を助成いただいたブルーシー・
アンド・グリーンランド財団の菅

すがわら

原悟志理事長とシドニー
オリンピック 100 メートル背泳ぎ銀メダリストでスイミン
グアドバイザーの中村真衣さんを招待しました。中村さん
が、施設の安全を願って「泳ぎ初め・模範泳法披露」を行い、
式典後には、中村さんによる水泳教室が開催され、10 歳か
ら 81歳までの 31人が参加し、泳ぎ方の基礎を学びました。
参加した男性は、アドバイスを受けて、泳ぎやすくなったと
驚いていました。終了後、サイン会や記念撮影、展示された
オリンピックメダルを眺めるなど、参加者は中村さんとの時
間を楽しみました。

3/21（月祝）スポーツセンター温水プール
　リニューアル記念イベントを開催

27 年間、毎朝立ち番で高田小学校の児童の安全を見守っていた加
古敏明さんに、山本俊校長から感謝状と 6年生代表の横山悠太さ
んから児童のメッセージが贈られました。加古さんは定年後、幼
い命が犠牲になる事件や交通事故が多発する世の中を案じ、平成7
年に立ち番を自ら始めました。立ち番では、電話の「ながら運転」
や脇見運転、徐行・一時停止しない運転を多く見かけたそうです。
一方で、児童たちには、日々の生活が良い思い出になるよう「頑張
ろう」と声を掛けてきました。この日、卒業を控えた 6年生は、加
古さんから自転車での通学についてアドバイスを受けました。

3/22（火）児童の安全を見守った 27年
　高田小学校から加古敏明さんに感謝状
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上
郡
町 昨年 11月 20日（日）の令和 3年度兵庫県小学生秋季大会で、女

子の部で優勝の馬
ま じ ま

島汐
し お り

理さん（山野里小 6年）と、男子の部で 3
位の花

はなたに

谷羽
そ ら た

空汰さん（同小 6年）、吉永友輔さん（上郡小 5年）の
ペアが、梅田町長を表敬訪問し、第 21回全国小学生ソフトテニ
ス大会への出場を報告しました。全国大会は 3月 29日（火）から
31日（木）まで 3日間開催され、馬島さんは 3位入賞を果たしま
した。

3/8（火）ソフトテニス全国大会出場
  馬島汐理さん、花谷羽空汰さん、吉永友輔さんが表敬訪問

【 世 帯 数 】
世帯 （　　   ）2－6,428

【 人  口 】
人（     　　 ）25－14,257

6,972 人
7,285 人

男性：
女性：

4人出生：
死亡： 24人

32人転入：
転出： 37人

令和 4年２月末（２月届出分）

社会福祉法人連絡協議会「上郡町ほっとかへんネット」（会長：
岡田整形外科 岡田雄二医院長）が、倉敷紡績（株）より抗菌マスク
1,300 枚の寄贈を受けました。この連絡協議会は 2020 年に町
内の社会福祉法人７団体で設立しました。所属団体の上郡町社会
福祉協議会が、設立時から同社の抗菌・抗ウイルス加工されたク
レンゼ生地を使ってマスクを製作し、一人暮らしの高齢者へ配布
していました。ほっとかへんネットがその費用を提供しており、
この活動を知った倉敷紡績（株）がこの日、企業貢献として同社
製品の「クレンゼドライマスク３Ｄ」を贈呈しました。寄贈され
たマスクは、社会福祉法人の職員と、9月から 10月にかけて一
人暮らしの高齢者に福祉委員をとおして配布予定です。

3/10（木）社会福祉法人連絡協議会「上郡町ほっとか
　へんネット」に倉敷紡績株式会社からマスクの寄贈


